
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講  座  名 学習内容 講 師 名 期間 定員 

ビーズで 

アクセサリー 

人人気のビーズで素敵なアクセ

サリーを気軽に作ります。 
井上香保理氏

９月２７日より 
毎週月曜日 全６回 
午後６時３０分から午後８時３０分 
＊教材費－１回１５００円程度

１２名 

皆でアート 

  カメラ編 

カメラの取り扱いや写し方、そ

してデジタルカメラの使用方法

を学習します。 

谷口清見氏 

  他１名 

９月２１日より 
毎週火曜日 全５回 
午後６時００分から午後８時００分 
１～２回目－光学カメラ持参 
３～５回目－デジタルカメラ持参 
＊教材費－なし 

１０名 

パソコン 

あいうえお 

初級から中級まであなたの疑

問に答えます。 
中口義光氏 

１０月１９日より 
毎週火曜日 全５回 
午後６時３０分から午後８時３０分 
＊教材費－なし 
＊会場－中央中学校 

１５名 

＜公民館チャレンジ事業＞ 

ニホンザリガニ

を通して赤平の

自然環境を探る 

赤平に生息するザリガニを通

して、赤平の自然環境を学びま

す。 

斉藤和範氏 
(道立旭川高等看護
学院非常勤講師) 

９月１２日(日) 
午後１時３０分から 講話(公民館)
午後２時３０分から 

３時３０分 野外観察 

３０名

＜乳幼児サークル事業＞ 

よちよち☆ 

ハイハイ 

０歳から３歳までのお子さん

とその保護者のみなさんで、体

を動かしたり、子育てについて

の学習を深めます。 

塙留美子氏 
(旭川大学女子短期
大学部非常勤講師)
    他 

９月２１日より 
毎週火曜日 全４回 
①バス遠足(旭山動物園) 
②パペット(お手手人形)作り 
③講演「子育てについて」
④運動 

２０組

＜お申し込み・お問合せ＞ 

 ９月６日(月)より赤平市公民館で受け付けます。℡３２－２０７７ 

 私達が今、仲間達と一緒に取り組んでいるものがあります。それは、２００３年９月「第６回国際鉱山ヒストリー会議赤平
大会」が北海道をはじめ、市町村、関係機関及び赤平市民の協力のもとに開催されました。アジア初の開催であり、石
炭に関する研究成果が多く発表されるのは赤平大会ならではの試みであったとの評価を受けました。そして「さよなら
パーティー」のフィナーレで、赤平音頭、北海盆歌、炭坑節の唄が始まると外国から参加のみなさんも積極的に踊りの輪
に入り、国境を越えて交流を深め合いました。開催は大変意義深いものでした。 
 明治から昭和時代には、全国２５０市町村に及ぶ産炭地が存在し、日本の歴史の中で石炭は、工業近代化、産業革
命、戦後の復興に大きな役割を果たしてきました。そして労働環境の酷しい中、苦しいとき、「ヤマの唄」炭坑節は活
力を与えてくれました。私達は、炭坑の文化遺産であるこの炭坑節を通して、全国産炭地域が連携しながら、地域ごと
に炭坑節の発掘と継承を図り、さらに新しい感覚を加えてＹＡＭＡの唄「炭坑節」全国大会を開催し、旧産炭地の活
性化の多少なりとも役に立つことを願うものであります。貴重な歴史の教訓とその開拓魂に温故知新を学び、生き生き
とした人間社会の回復を求め、炭坑節ルネッサンス(文芸復興)を目指していきたいと思います。 
 この全国大会の成功に向けて、全国関係各地のみなさんに特段のご理解をいただき、積極的な大会参加をお願い
するとともに、開催地である赤平のみなさまに大会の成功に向けてのお手伝いと大会当日のご参加をお願い申し上げ
ます。 
＜ＹＡＭＡの唄「炭坑節」全国大会＞ 
  ☆第１日目－１０月 ２日(土) 午後３時から午後８時まで 交流センターみらい 
  ☆第２日目－１０月 ３日(日) 午前９時から午後３時３０分まで 赤平文化会館 

                                                          【文：山森 秀樹氏】

今月の“きらきらさん”は、ＹＡＭＡ
の唄「炭坑節」全国大会成功に向けて
ご活躍中の山森秀樹さんです。 




